
本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し

令和年月日 金曜日 第号官 報




戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
の
規
定
に
基

づ
く
障
害
年
金

未
帰
還
者
留
守
家
族
等
援
護
法
の
規
定
に
基
づ

く
留
守
家
族
手
当

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
障

害
補
償
年
金
、
傷
病
補
償
年
金
、
複
数
事
業
労
働

者
障
害
年
金
、
複
数
事
業
労
働
者
傷
病
年
金
、
障

害
年
金
及
び
傷
病
年
金

国
家
公
務
員
災
害
補
償
法
の
規
定
（
他
の
法
律

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
基
づ
く
傷

病
補
償
年
金
及
び
障
害
補
償
年
金

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
規
定
に
基
づ
く
傷

病
補
償
年
金
及
び
障
害
補
償
年
金
並
び
に
同
法
第

六
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に

基
づ
く
補
償
で
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
も
の

公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校

薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
法
律
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
基
づ
く

傷
病
補
償
年
金
及
び
障
害
補
償
年
金

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
以
下
「
一
元
化
法
」
と
い
う
。）附
則
第
三
七
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
国
家
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
以
下
こ
の

及
び

に
お
い
て
「
旧
国
共
済
法
」
と
い
う
。）

の
規
定
に
基
づ
く
障
害
年
金
（
障
害
の
程
度
が
旧

国
共
済
法
別
表
第
三
に
定
め
る
一
級
又
は
二
級
に

該
当
す
る
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

一
元
化
法
附
則
第
六
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
地
方
公
務
員

等
共
済
組
合
法
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
年
金
（
障

害
の
程
度
が
同
法
別
表
第
三
に
定
め
る
一
級
又
は

二
級
に
該
当
す
る
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。）一元

化
法
附
則
第
七
九
条
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
私
立
学
校
教

職
員
共
済
組
合
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
私
立
学
校
教
職
員

共
済
組
合
法
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
年
金
（
障
害

の
程
度
が
同
法
第
二
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
旧
国
共
済
法
別
表
第
三
に
定
め
る
一
級
又
は

二
級
に
該
当
す
る
者
に
支
給
さ
れ
る
も
の
に
限

る
。）国会

議
員
互
助
年
金
法
を
廃
止
す
る
法
律
附
則

第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
に
よ
る
廃
止
前
の
国

会
議
員
互
助
年
金
法
第
二
条
第
一
項
の
互
助
年
金

の
う
ち
公
務
傷
病
年
金
及
び
国
会
議
員
互
助
年
金

法
を
廃
止
す
る
法
律
附
則
第
一
一
条
第
一
項
の
公

務
傷
病
年
金

執
行
官
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
る
改

正
前
の
執
行
官
法
附
則
第
一
三
条
の
規
定
に
基
づ

く
年
金
た
る
給
付
の
う
ち
増
加
恩
給

２

障
害
基
礎
年
金
及
び
１
に
掲
げ
る
公
的
年
金
給
付

（
以
下
「
障
害
基
礎
年
金
等
」
と
い
う
。）の
給
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
受
給
資
格
者
が
受
給
す
る
障

害
基
礎
年
金
等
以
外
の
公
的
年
金
給
付
等
（
子
を
有

す
る
者
に
係
る
加
算
に
係
る
部
分
に
限
る
。）に
つ
い

て
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
の
制
限
を
行
う
こ
と
と

し
、
当
該
制
限
の
対
象
と
な
る
児
童
扶
養
手
当
の
額

の
計
算
方
法
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
の

五
第
二
項
関
係
）

３

障
害
基
礎
年
金
等
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
受
給
資
格
者
が
受
給
す
る
障
害
基
礎
年
金
等
に
つ

い
て
、
そ
の
給
付
の
う
ち
子
を
有
す
る
者
に
係
る
加

算
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
の
み
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
の
制
限
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
当
該
制
限
の
対
象

と
な
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
の
額
の
計
算
方
法
等

を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
の
六
関
係
）

◇
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当

の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に

子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
三
一
六
号
）（
外
務
省
）

１

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
に
支
給
す
る
在

勤
基
本
手
当
の
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第

一
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
一
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

◇
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機

等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
（
政
令
第
三
一
七
号
）（
警
察
庁
）

１

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人

機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第

一
号
ハ
の
政
令
で
定
め
る
庁
舎
の
う
ち
、
国
土
交
通
省

に
係
る
庁
舎
に
係
る
規
定
の
一
部
を
改
め
る
こ
と
と
し

た
。（
本
則
関
係
）

２

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

３

こ
の
政
令
は
、
令
和
二
年
一
一
月
二
四
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、附
則
第
二
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
年
金
制
度
の
機
能
強
化
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令

の
整
備
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
三
一
八
号
）（
厚
生
労

働
省
）

一

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
一
部
改
正
関
係

１

児
童
扶
養
手
当
法
第
一
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
の
制
限
に
当
た
り
、

本
人
の
障
害
を
支
給
事
由
と
し
、
国
民
年
金
法
の
規

定
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年
金
と
同
様
に
日
常
生
活
能

力
の
制
約
に
着
目
し
て
そ
の
者
の
生
活
を
支
え
る
こ

と
を
趣
旨
目
的
と
す
る
公
的
年
金
給
付
と
し
て
、
次

に
掲
げ
る
公
的
年
金
給
付
を
規
定
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
六
条
の
四
関
係
）

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
七
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
三
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
厚
生
年
金
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く

障
害
年
金
（
障
害
の
程
度
が
同
法
別
表
第
一
に
定

め
る
一
級
又
は
二
級
に
該
当
す
る
者
に
支
給
さ
れ

る
も
の
に
限
る
。）

恩
給
法
の
規
定
（
他
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）に
基
づ
く
増
加
恩
給
、
傷
病
年

金
及
び
特
例
傷
病
恩
給

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則

第
三
九
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

前
の
船
員
保
険
法
の
規
定
に
基
づ
く
障
害
年
金

４

受
給
資
格
者
が
障
害
基
礎
年
金
等
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
所
得
の
範
囲
に
つ

い
て
、
受
給
資
格
者
が
受
給
し
て
い
る
非
課
税
所
得

で
あ
る
公
的
年
金
給
付
等
を
所
得
に
加
え
る
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
の
七
関
係
）

５

受
給
資
格
者
が
障
害
基
礎
年
金
等
の
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
け
る
所
得
の
額
の
計
算

方
法
に
つ
い
て
、
総
所
得
金
額
を
、
非
課
税
所
得
で

あ
る
公
的
年
金
給
付
等
を
課
税
所
得
で
あ
る
公
的
年

金
等
と
み
な
し
て
公
的
年
金
等
控
除
等
を
適
用
し
て

算
定
し
た
額
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
の
七
関

係
）

二

関
係
政
令
の
一
部
改
正
関
係

そ
の
他
関
係
政
令
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ

と
と
し
た
。

三

施
行
期
日
等

１

こ
の
政
令
の
施
行
に
際
し
必
要
な
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
関

係
）

２

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
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